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分析人材のサプライチェーンが作り込まれた都市を目指して欲しい 

―― （株）九州食品流通科学研究所 社長 小林修氏 

 

 

 

日本企業が世界に出て行った 25 年 

私が仕事で初めて中国に行ったのは 1984年

でした。福岡市の基本構想が策定された 1987

年とだいたい同じ頃です。当時の中国と日本で

は、目に見てわかるような歴然とした格差があ

りました。当時、私は日本の製造業の海外進出

という、「空洞化の支援」のような仕事に最前

線で数多く携わっていましたが、その結果日本

と中国の格差は大きく狭まったと思います。 

それを問題視することもできます。確かに日

本の中で見ると、日本の市場は縮小して経済規

模が小さくなったという印象を受けます。しか

しながら、世界全体で見ると、日本企業が出て

行ったため、世界に対する日本の影響力は当時

と比べものにならないほど大きくなったこと

は事実として認識すべきだと思います。 

このように日本企業はモノづくりのプロセ

スを含め、様々な機能を海外へアウトソーシン

グしてきました。サプライチェーンを広域に広

げ、製造の工程を分断していった結果、企業単

位で見ると生産性が高まって儲かっているよ

うになりましたが、日本人一人一人の生産性が

本当に高まっているのかが今問題視されてき

ています。この 25 年の大きな変化を経験して、

生産性を高めるという意味をもう一度問い直

さないといけません。 

今日（2011 年 6 月 22 日）の日経新聞の経済

教室で PEC 産業教育センターの山田所長がま

とめていますように、トヨタ方式が成功した所

以は、後工程からの情報を受けて前工程が生産

する仕組みを、協力工場にも広げたことによっ

て、情報が共有され全体最適なモデルができた

ことにあると思います。一方、この後工程引き

取りモデルは、震災時の混乱を見る限りでは未

完のモデルで、今後は逆にバリューの内製化や

垂直統合も検討しないといけないことになる

でしょう。福岡市という都市においても、短く

てもいいので、バリューチェーンを内製化して

いくことで生産性を高める方策を考えていか

ないといけないですね。 

 

情報がソーシャル・キャピタルになる 25 年 

これからの時代は、周知のとおり情報があふ

れる時代になってくると思います。モバイル端

末で得られる情報、RFID などモノが運ぶ情報、

SNS を通じて得られる多種多様な情報。これ
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らの情報は、これまでのようにどこかで閉ざさ

れて管理されていくことは考えにくく、将来は

オープンに共有されていくと思います。データ

がオープンになっていくことで、それが共有の

社会的財産になる可能性があります。 

例を２つ挙げたいと思います。一つはつい先

日、タイから来ていた「ツナ缶」生産企業の経

営者の集団と対話をする機会があったのです

が、彼らは日本の少子高齢化が今後のツナ缶の

売れ方にどう影響するのかに大変興味を持っ

ていました。日本の少子高齢化が日本だけの問

題でないことが分かると思いますし、この例を

はじめ、アジアの人々が同様に対処していかな

ければならない共通の課題について、日本が

様々なデータを分析してアジア共有の知的資

産を作る役割を担えるのではないでしょうか。 

もう一つ、私は上海交通大学の EMBA コー

スに在席していましたが、同コースはカナダト

ロントのロットマン・スクールと提携関係があ

りました。上海交通大学との関係を通じて、ロ

ットマン・スクールは上海にある米系合弁企業

のケーススタディを進めることができ、大学院

の付加価値が高まるからだと考えられます。米

国本国の様々なビジネススクールもこのよう

なネットワークや企業の人材を受け入れるこ

とで、多くの企業のケーススタディを行い、そ

れを企業人のソーシャル・キャピタルとして公

開しています。 

このように、これからの世の中は企業や個人

が単独にデータを処理していくには情報が多

すぎますので、ある程度のグループで分析・加

工されたデータが資産として共有されていく

時代になるのではないでしょうか。 

 

福岡はデータの分析人材を育てる都市に 

このようなデータの加工・分析ニーズが高ま

っていく今後、福岡市はそれに対応した高度な

人材を輩出していく機能を担ってはどうでし

ょうか。アジア戦略は多くの企業が興味を持っ

ている分野ですが、データをもって分析して実

行に移す企業はまだ少数です。クルーズ船が仮

に大量に寄港した場合どのような変化が起こ

りうるのか、中国の富裕層の行動パターンをど

う理解すべきか、医療情報の分析から何が読み

取れるのか、様々なテーマでデータの分析が必

要とされています。 

ただ、残念ながら私が接している限り、今の

大学で教えている「IT」は T（テクノロジー）

に偏っている印象を受けます。ビジネスに役立

て、社会に役立つためには、「I」つまりインフ

ォメーションやインテリジェンスをもっと強

化しないといけないと思います。また、日本の

世間一般で「感性」と「データ」が両極端にあ

ると思います。商売に精を出す経営者は「感性」

で猛進し、社会を知らない研究者は「データ」

をひたすら扱っています。本来は、この両者を

融合した人材の育成に力を入れて、データと実

務をつなげて社会に貢献していくべきではな

いでしょうか。 

先般、経済産業省からクール・ジャパンの公

募が出されましたが、福岡市の特徴の一つでも

あるファッション、ゲーム、食、観光にピッタ

リの案件だと思います。今後、政府の資金によ

る、地方でのこのような IT ではない「ソフト」

産業支援の案件が増えると思いますし、その中

で、市場の分析や活動評価が必ず入ってくると

思います。そのための人材育成は、これまでは

もっぱら大手広告会社が資金的なプラットフ

ォーム機能とともに実施していましたが、博士

課程を含む高度人材育成教育を実施できれば、

大手企業に任せなくとも地場人材で分析・評価

が可能な時代となりつつあります。 

このような人材は、過去大企業の内部資源と

してしか活用されませんでしたが、きっと地場

産業の相乗的な活性化につながると思います。

複数になっていけばそれが福岡のソーシャ
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ル・キャピタルにもなると思います。即ち大手

が独占してきた、情報、ハード（大型処理電算

機）、分析評価ツール（ソフト）は個人でも可

能な時代となりつつあるので、福岡ではこのよ

うな「PC 一台あれば分析・評価を行える高度

人材」を戦略的に育成してはどうでしょうか。 

 

人材のサプライチェーンをつくり込む 

データと実務を関連付けて分析する人材を

育てるだけでは、その人材が福岡市に居続けて

都市に貢献することは難しいと考えられるか

もしれませんが、私が知っている限り、九州だ

けでも医療観光や物流など様々な投資プロジ

ェクトや新規事業が動いていて、それぞれの事

業でデータの分析が必要とされています。つま

りこのような人材に対する需要は、現在の福岡

にも十分にあると思います。 

育成された人材が、どのような事業のどのよ

うな分析を担い、どのように社会や産業に貢献

していくのか、この一連の人材の動きを「人材

のサプライチェーン」と呼ぶとしたら、この人

材のサプライチェーンに関する情報を共有し

ていくのが行政の役割だと思います。情報を共

有していくことで人材の「出口」が見え、人材

のサプライチェーンが堅固になっていくと思

います。もちろん産業政策も不可欠ですが。 

人材を育てる組織について、福岡市は市立大

学を持っていませんが、他の政令市では博士を

多く輩出する市立大学を持っているように思

えます。市立大学という「箱」を作る必要はあ

りませんが、しっかりデータを分析した上で社

会に実際役立てるソフトパワーを育てる機能

は行政として持っておくべきではないでしょ

うか。さらに言えば、福岡のために役立つ実学

が展開されれば、それに高度人材がひきつけら

れ、アジアから有能な人材が集う街になると考

えます。 

 

対外発信でもっとPRする必要がある 

私は親富孝通りや天神界隈をよく歩きます

が、この辺りには実に多種多様な人々が集まっ

てきます。猥雑な空間もあり、屋台のような特

色ある商売もあり、ストリートファッションに

身を包む若者や、サブカルチャーを体験できる

活動も多くあります。震災後は、関東在住の外

国人家族が疎開してきているのか、この辺りで

も若い外国人子女を見かける機会も多くなり

ました。 

福岡市は、都市として確固たる産業基盤があ

るわけではありませんが、外資系企業を含めて

多くの企業は隙あらば福岡に本社機能を持っ

てきたいと思っているのではないでしょうか。

それだけ福岡市は魅力的で生活の質が高い都

市だと思います。このような都市の魅力は、国

内向けに発信するだけでは足りないと思いま

す。以前、大連の放送局と連携して福岡を PR

する番組を作りましたが、中国語、韓国語、ロ

シア語を含めてもっと多言語で、もっと多くの

PR 活動をしないといけないのではないでしょ

うか。 

対外発信だけでなく、観光客に対する情報提

供も重要です。いずれ中国人観光客も団体では

なく、個人客や小グループ客が増加すると思い

ます。町中の案内標識や店舗情報を多言語化す

るのは難しいと思いますが、スマートフォンな

どの通信手段を使えばいいのではないでしょ

うか。例えば、福岡専用のアプリを作って、言

葉が分からなくても、簡単な操作でスマートフ

ォン上に交通の情報や商業の情報を来訪者の

母国語で受け取れる仕組みであれば、比較的容

易に整備できるかと思います。 

 

福岡の空気がリアルに伝わる場所を作ろう 

私は上海にも滞在していましたが、上海の観

光名所の外灘（バンド）には、外灘３号という

租界時の欧風建築をリノベーションした商業
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施設があります。その屋上は、上海の外灘エリ

アを一望でき、上海を最も感じることが出来る

レストランのテラスがあります。多くの外国人

セレブたちがここに集まり、上海のリアルな空

気を楽しんでいます。 

欧米人はオープンカフェが好きですが、福岡

でも「開放都市」のイメージを体験できる、し

かも、知る人ぞ知る最も特別な場所を持っても

いいのではないでしょうか。海外の高度人材が

福岡で集まって、福岡のインパクトある景色を

眺めながら、リアルな空気を楽しむようなスポ

ットが是非あったらいいなと思います。 

インタビュー日：2011/6/22 文責：URC 天野 
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